
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2014

9 月 17 日㈬、兵庫県民会館にて、「災害対策委員会」を開催。16 名が参加しました。西宮市民共済生活協同組合 常務
理事　岸本 正 氏が「震災を振り返り今なすべきこと〜防災は隣近所の助け合い〜」と題して講演。防災クイズを交え、
参加者の防災意識を色紙で確認し合いました。（関連記事 P. ３）
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今
年
度
の
事
業
活
動
で
は
西
宮
市
山
口

町
へ
の
配
送
セ
ン
タ
ー
移
転
が
最
大
の
課

題
で
す
。
既
存
の
セ
ン
タ
ー
が
開
設
か
ら

13
〜
14
年
経
過
し
て
老
朽
化
し
物
量
的
に

も
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
約
7
0
0
坪
の

土
地
に
2
階
建
て
の
配
送
セ
ン
タ
ー
兼
組

織
拡
大
事
務
所
を
建
設
中
で
す
。
10
月
末

に
竣
工
、
11
月
に
は
移
転
の
予
定
で
す
。

小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
組
合
員
活
動
室

も
併
設
す
る
の
で
、
北
部
エ
リ
ア
の
活
動

拠
点
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
年
明
け
に
は
完
成
記
念
の

お
披
露
目
フ
ェ
ス
タ
も
計
画
中
で
す
。

活
動
面
で
は
「
農
産
物
国
産
派
」「
食

の
安
全
」「
平
和
」
の
3
テ
ー
マ
が
活
動

の
柱
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
4
年
産
米
価
の
暴
落
、
異
常

気
象
の
日
常
化
、
担
い
手
の
高
齢
化
、

T
P
P
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
に

よ
る
輸
入
農
作
物
の
増
加
、
と
日
本
の
農

を
め
ぐ
る
状
況
は
危
機
的
で
す
。
今
年
4

月
に
は
農
民
作
家
と
し
て
国
内
外
の
農
の

問
題
を
見
つ
め
続
け
て
こ
ら
れ
た
山
下
惣

一
さ
ん
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
6
月
に
は
豊
岡
市
な
ど
で
生
産
さ
れ

た
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
の
お
米
（
米

粉
）
を
使
用
す
る
コ
ー
プ
自
然
派
パ
ン
工

房
が
神
戸
市
西
区
に
完
成
し
、
国
産
小
麦

1
0
0
％
の
無
添
加
パ
ン
の
供
給
が
始
ま

り
ま
し
た
。
8
月
の
集
中
豪
雨
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
丹
波
市
市
島
地
区
の
有
機

農
家
へ
の
応
援
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

「
食
の
安
全
」
に
関
し
て
今
年
は
原
点

に
戻
り
、
食
品
添
加
物
の
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。
先
日
は
小
藪
浩
二
郎
氏
を
招
い

て
学
習
会
を
開
催
。
理
事
会
で
も
商
品
基

準
に
つ
い
て
学
習
と
討
議
を
行
な
い
ま
し

た
。
遺
伝
子
組
み
換
え
の
問
題
で
は
恒
例

と
な
っ
た
神
戸
港
周
辺
で
の
組
み
換
え
ナ

タ
ネ
自
生
調
査
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
イ
ン

ド
の
環
境
活
動
家
ヴ
ァ
ン
ダ
ナ
・
シ
ヴ
ァ

さ
ん
の
活
動
を
追
っ
た
「
い
の
ち
の
種
を

抱
き
し
め
て
」
上
映
会
を
計
画
中
で
す
。

最
後
に
、
組
合
員
の
暮
ら
し
を
守
る
生

協
と
し
て
、
暮
ら
し
の
基
盤
で
あ
る
「
平

和
」
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
国
憲
法
の
意

義
と
課
題
、「
集
団
的
自
衛
権
」
の
意
味
、

特
定
秘
密
保
護
法
の
問
題
点
な
ど
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
み
が
不
充
分
だ
っ
た
平
和
に

か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
も
組
合
員
と
と

も
に
考
え
る
場
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

コープ自然派兵庫
専務理事

西村　明彦
（にしむら・あきひこ）

新センターの完成を前にして
〜2014年度の課題と活動

2

兵
協
連
だ
よ
り



9 月 17 日㈬、兵庫県民会館において、2014 年度「災害対策委員会」を開催。兵庫県からは、企画県民
部消費生活課 主査 河本 明子 氏、企画県民部防災企画局復興支援課 主査 香戸 伸介 氏にもご参加いただき、
16 名が参加しました。

冒頭、三宅専務理事の挨拶のあと、「震災を振り返り今なすべきこと〜防災は隣近所の助け合い〜」と題
して、西宮市民共済生活協同組合 常務理事　岸本 正 氏（ひょうご防災特別推進員・兵庫県防災士会理事・
総務省消防庁防災アドバイザー）より、地震の周期や津波発生のしくみ、防災グッズや備蓄、防災で大切
にしたいことなどについてお話をいただきました。「地震が起こったら、姿勢を低く、体や頭を守って待つ
こと。机の下にもぐった際には、必ず机の脚をしっかり握っておくこと」「非常用の食料品などの備蓄は、

“ローリングストック法”で、非常食を普段の生活で使用し、買い足して常に新しいものを常備すること」
など、普段の身のまわりにあるもので、災害時の代用品になるものを見つけるヒントになりました。途中、

「緊急地震速報」や「津波警報」などの防災無線を聴き比べたり、防災についての三択クイズに参加者が色
紙で答える場面もあり、参加者それぞれの防災意識を知ることができました。

また、防災の重要点として「①非常時の備えではなく、普段からの備えを行う②助け合いの大切さ・地
域コミュニケーションの強化③行政、地域住民、事業所の防災スクラム④防災対応力の向上・防災リーダー
の養成」などを確認。“公助” “共助” に加え、地域の方々で支え助け合う “近助” の大切さを、改めて学び
ました。
　最後に兵庫県と兵庫県生協連が 2008 年 1 月に締結した緊急物資協定の全項目および実施細目ほか、
特に緊急連絡先についての確認を行いました。

防災は地域コミュニケーションの強化
〜 2014 年度　災害対策委員会 を開催〜

講演される 岸本 正 氏　 スライドでわかりやすく解説
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訪問活動前の打ち合わせ

訪問活動の報告を行いました

支援のみなさまと

被災者に寄り添う継続した支援を…
〜兵協連 2014年度 第1回「東日本被災地支援活動」報告〜

会員生協の尼崎医療生協、神戸医療生協では、発災以来宮城県亘理郡山元町を中心に定期的、継続的な
生活支援活動を行っています。兵庫県生協連では、9 月 12 日㈮〜 13 日㈯山元町花釜地区での支援活動に、
宝塚医療生協の伊田こずゑさん、たじま医療生協の西垣善之さん、全労済兵庫県本部の村嶋勇祐さん、兵
庫県生協連 三宅康平 専務理事、三輪薫 事務局次長の５名が参加しました。

9 月 12 日夜、宿泊先のホテルに到着。神戸医療生協の 6 名の方々と
ともに翌日の活動の打ち合わせをしました。

13 日午前、花釜地区の活動拠点の一つである「みんなのとしょかん」
で、関西からの学生、他府県からの医療生協関係者、地元の県南医療生
協ボランティアと合流。総勢 67 名の参加者は、県南医療生協の小山専
務理事、岩佐理事のあいさつと現状報告の後、それぞれの活動に出発し
ました。

地域訪問活動は 19 組 38 名が被災者宅を一軒一軒訪ね、ご家族の健康
状態や、困りごと、自治体への要望などを聞き取りました。

また、健康チェック活動は、ナガワ仮設住宅と牛橋区民会館の 2 か所
で実施。昼食後、午前中の活動について参加者同士の報告と意見交換を
行いました。

14 時からは県南医療生協の渡辺さんの案内で、ＪＲ坂元駅跡、仙台
市若林区荒浜地区、名取市閖上地区などの被災地へ視察に行きました。

発災から 3 年半がたち、復興速度の地域差や個人差が顕著になり、そ
れに伴って困りごとや要望も多様化しています。震災を境に体調を崩さ
れた方がたくさんおられました。解決が困難なこともありますが被災地
と被災者に寄り添い息の長い支援の必要性を感じました。

2014年度 第17回「監事研修会」のご案内
兵庫県・兵協連共催

2008 年に生協法が大幅に改訂され、組織運営の健全性を高めるために理事の責任を明確化にし、
理事会および監事の権限の強化・確立することが求められました。

兵庫県生協連では、その取り組みの進捗状況や補強すべき課題などについて正しく理解いただ
くために、理事・監事および職員を対象に研修会を開催しています。今年度の「監事研修会」は、
兵庫県より「指導検査」にもとづき具体的な指導をいただき、監事のみなさまに「監査実務」や「監
査のポイント」を中心に研修を実施いたします。会員生協の理事、監事のみなさま、担当職員の
みなさまのご参加をお待ちいたしております。

日　時：11 月 6 日㈭ 午後 1 時 30 分〜 4 時
会　場：兵庫県民会館　3 階　304 号室
定　員：50 人（申し込み先着順）
対　象：会員生協の監事および理事、ならびに担当職員
内　容：◆講 演

「監事・監事会の役割と指導検査で見受けられる問題点」
　講師：兵庫県企画県民部消費生活課

「決算書の見方と監査のポイント」
　講師：兵庫県生協専門検査員　押田 大輔 氏（公認会計士） 2013年度 監事研修会

お申し込み・お問い合せ：兵庫県生活協同組合連合会　TEL（078）391-8634
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8
月
23
日
㈯
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

デ
ュ
オ
こ
う
べ
に
て
、
株
式
会
社
ア
ズ
マ

マ
主
催
の
『
子
育
て
応
援
フ
ェ
ア
』
が
開

催
さ
れ
、
神
戸
市
民
生
協
も
初
め
て
参
加

し
、子
育
て
世
代
の
方
々
へ「
こ
ど
も
共
済
」

の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

「
子
育
て
応
援
フ
ェ
ア
」
は
〈
子
育
て
を

も
っ
と
楽
し
く
も
っ
と
豊
か
に
〉
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
子
育
て
世
代
を
応
援
し
た
い

事
業
者
や
子
育
て
支
援
者
「
マ
マ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
各
地
の
親
子
と
の
出
会
い
と
つ

な
が
り
を
提
供
す
る
催
し
で
す
。
当
日
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
は

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
子
育
て
応
援

事
業
者
に
よ
る
P
R
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
会
場
は

多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
神

戸
市
民
生
協
も
こ
ど
も
共
済
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
や

冷
た
い
飲
み
物
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
組
合
の
事
業
紹
介
の
ほ
か
、

午
後
の
部
で
は
「
生
活
ま
め
ち
し
き
〇
×

ク
イ
ズ
」
を
開
催
し
、
参
加
者
全
員
に
参

加
賞
と
最
後
ま
で
勝
ち
抜
い
た
方
に
は
優

勝
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
手
頃
な
掛
金

が
魅
力
で
す
ね
」
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
神
戸
市
民
生
協
で
は
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
守
り
支
え
る
、
こ
ど
も
共

済
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
催
し
を
通
じ
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に

神
戸
市
民
生
協
の
共
済
を
知
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員 

　
鹿
田 

裕
子
）

7
月
29
日
㈫ 

但
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
で
、
神
戸
医
療
生
協
い
た
や
ど
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
木
村
彰
宏
院
長
を
講
師
に
「
ア

レ
ル
ギ
ー
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

4
年
連
続
で
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会
を
開
い

た
の
は
、
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
広
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
の
こ
と
で
す
。
学
校
・
保
育
園

な
ど
教
育
関
係
者
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど

も
を
持
つ
親
、
組
合
員
な
ど
77
人
が
参
加

し
ま
し
た
。講
演
会
中
は
保
育
室
を
設
け
、

0
〜
5
才
児

13
人
を
保
育

し
ま
し
た
。

講
演
会
で

は
正
し
い
知

識
と
対
処
法

（
特
に
食
物

ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
が
起

き
た
時
の
危

機
管
理
や
エ

ピ
ペ
ン
の
実

技
も
し
ま
し
た
）
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

木
村
先
生
が
参
加
者
に
直
接
質
問
し
、
そ

の
回
答
に
対
し
て
丁
寧
に
解
説
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

教
育
現
場
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
食
物

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
教
員
の
方
は

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
見
極
め
や
、
起

き
た
時
の
動
き
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
エ
ピ
ペ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た

実
技
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
ち
ま

す
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
春
木 

圭
介
）

子どもたちもクイズで楽しく学べました

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

「
子
育
て
応
援
フ
ェ
ア
」
で
事
業
を
紹
介

「
ア
レ
ル
ギ
ー
講
演
会
を
開
催
」
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JA 兵庫六甲Ｊ
Ａ摂津播磨地区漁協青壮年部連合会Ｊ

Ｆ

摂津播磨地区漁協青

壮年部連合会（大西 正

起会長：JF 伊保）は9月

2日（火）・3日（水）に

視察研修会を開催し、

同部員をはじめ系統団

体職員など約30名が参

加しました。

これまでは県外の漁業関連施設を中心に研修を行っ

てきましたが、今年は「県内の漁協系統団体について

理解を深めたい」との意見があったため、兵庫県水産

会館において系統8団体から説明を受けることとしたも

ので、初めて兵庫県内のみの研修となりました。

水産会館では、各系統団体が持ち時間20分の間に、

組織概要や業務内容について話がされ、質疑応答では

活発な意見交換がされました。「これまで知らなかった

団体もあった」との声もあり、部員らは理解を深めた

ようでした。

翌日は、淡路市にある第五管区海上保安本部 大阪湾

海上交通センター（MARTIS：マーチス）を訪れ、海

上交通における安全対策について学びました。同セン

ターでは、概要の説明を受けた後、明石海峡周辺の大

型船舶への航行管制や情報提供の業務について学んだ

ほか、実際の監視モニターやレーダー画面、イカナゴ

解禁日のレーダーの様子をまとめた映像などを見るこ

とが出来、貴重な体験となりました。

「平成 26 年度摂津播磨地区
漁協青壮年部連合会 視察研修会」開催
〜系統団体と海上交通について学ぶ〜

「農協市場館 マルシェ六甲」
オープン

JA 兵庫六甲櫨谷支店併設の直売所「農協市場館 マ
ルシェ六甲」が7月26日にオープンし、オープニング
イベントをおこなった。

同直売所は、1999年に開設した「農協市場館 レイ
ンボーショップ櫨（はぜ）」と、6次産業化に取り組む

「神戸牛（うし）牧場」（神戸市西区櫨谷町）が新たに
直営店として入店し、オープンとなった。従来の地元
新鮮野菜や米の販売に加え、牛肉や豚肉を扱う精肉
コーナーやコロッケ、ミンチカツ、焼豚などを扱う総
菜コーナーを設置。精肉コーナーでは、来店者にゆっ
くり商品を見てもらえるようオリジナルショーケース
を用いて、肉の選び方や食べ方など気軽に相談しやす
い接客を目指す。

当日は同JAや直売所の代表者ら5名によるテープカッ
トがおこなわれ、同 JA の北畑 親昭代表理事組合長は

「地元産の農畜産物や加工食品の魅力をしっかり伝え
たい」と挨拶をした。9時の開店前から地域住民らが
列をなし、開店と同時にトマトやトウモロコシ、ナス
など地元生産者による新鮮野菜や、サーロインステー
キなどの肉を買い求めた。来店者からは「以前から直
売所を利用していたが、新鮮な野菜だけでなく肉も買
えるようになってうれしい」「孫が地元の野菜が大好
きでいつも一緒に買いに来る」といった声が上がった。

【農協市場館 マルシェ六甲】
住所：神戸市西区櫨谷町長谷334－1
TEL：078-992-9285
営業時間：9：00〜18：00
定休日：木曜日・年末年始
店舗面積：約183平方メートル
駐車場台数：45台（マルシェ六甲11台・櫨谷支店34台）

航行管制について説明を受ける部員ら

挨拶をする大西会長

新鮮な農畜産物を買い求める来店者

代表者らによるテープカット
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最近の消費生活相談事例

急増！パソコン遠隔操作による

プロバイダ勧誘トラブル

事　例

「料金が安くなる」と電話でプロバイダの乗り換えを勧誘され
承諾した。事業者の指示通りにパソコンを操作すると遠隔操作
状態になり、接続先プロバイダの設定変更など、以降の操作を
事業者に任せた。後日届いた書類を確認すると以前より高い月
額利用料になっていた。解約できるか。

【アドバイス】

最近、「プロバイダを乗り換えれば、利用料金が安くなる」と電話で勧誘され、

パソコンの「遠隔操作」による設定変更を事業者に任せたところ、使用中のプロ

バイダから新たなプロバイダに接続先を変更する設定をされ、「余分なオプショ

ンを申し込んだことになっていた」、「解約を申し出ると解約料を請求された」な

どというトラブルが急増しています。

事業者に自分のパソコンを遠隔操作させると、契約内容の確認が不十分になり

がちです。この事例の場合も、後日届いた書類を見てはじめて、初期費用がかか

ることや、説明を受けた覚えのないセキュリティサービスのオプション契約が付

いていることに気づいたとのことです。

電気通信サービス（プロバイダ契約を含む）などの契約は、特定商取引法の適

用がないため、法律上のクーリング・オフ制度はありません。したがって、口頭

の合意のみであっても一方的なキャンセルは難しいと考えられます。不審な場合

は、契約前にきっぱり断ってください。なお、事業者に自分のパソコンの遠隔操

作を任せることは、自分のパソコン内にある情報を事業者が見たり、自由に操作

することを許すことになります。安易に操作を任せないようにしましょう。

もし、契約してしまった場合でも、事業者が虚偽の説明を行うなど、問題のあ

る勧誘を受けた場合は取り消しができる可能性もあります。早めに最寄りの消費

生活センターに相談してください。 （兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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共同募金の配分金は、
県内の地域福祉活動のために使われます。

◆
また、募金の一部は積み立てられ、

災害時の被災地・ボランティア支援に
使われています。

◆
あたたかいご協力をお願いします。

社会福祉法人 兵庫県共同募金会
www.akaihane-hyogo.or.jp

〜兵庫県健康福祉部健康局疾病対策課からのお知らせ〜

昭和 53 年以降、本県の死因の 1 位はがんです。
平成 24 年は、死亡者数全体の約 30％をがん
が占めていました。医学の進歩により、がん
は早期に発見、治療すれば治る可能性が高く
なります。がん検診を定期的に受けましょう。

・胃がん
・大腸がん　　40歳以上の男女
・肺がん
・乳がん………40歳以上の女性
・子宮頸がん…20歳以上の女性

｝

ピンクリボンフェスティバルは、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝えます。
神戸では、10 月 18 日にスマイルウォーク、19 日にシンポジウムが開催されます。

詳しくはピンクリボンフェスティバル2014公式サイトまで。

http://www.pinkribbonfestival.jp

お住まいの市町がん検診担当課または下記サイトへ。
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw12/hw12_000000101.html

該当する方、
是非、受診を

ピンクリボンフェスティバル2014

早期発見にはがん検診 兵庫県の死因1位は、がん

やさしさが　必ずとどく　赤い羽根
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